






表 2.7 1PCC― DDCに 公開されているSRESシ ナリオに基づ く大気 ・海洋大循環モデル
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2.6 環 境情報と生態系モデ リンク
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図 2.12  B G G Cモ デルの概要

るものがある。たとえば B10ME3や A/1APPSと いったモデルでは,対 象地点に

おける環境条件のもとで推定された NPPや 葉面積指数を植生 タイプ間で比較 し,

その結果,そ の地″点における潜在 自然植生のタイプを決定 している (Haxcltine

and Prentice,1996;Neilson,1995)。また,生 物地理モデルと生物地球化学モデ

ルを結合 させたモデルであるBGGC(Bio一 Geographical and GeoChemical)モ

デル (Shimizu tt αア.,2005)では,潜 在 自然植生分布の推定と同時に,炭 素,窒

素,水 の循環のシミュレーションを試みている。植生タイプの決定は,群 落内の

光の減麦モデルおよび土壌内窒素 を考慮 した光合成モデルにより推定 された

NPPを 基準 としてお り, また土壌における窒素,炭 素,水 の挙動 も扱っている

(図2.12)。最近では,地 球植生動態モデル (transient or dynamic global vege‐

tatiOn model)が開発されつつあり,大 気 ・海洋大循環モデルにより予測された

将来の年ごとの気候条件を,植 生モデルに入カデータとして与えることで,植 生

分布の過渡的変化の推定 と,大 気 と陸面における炭素 ・水の交換量および蓄積量

[清水 庸 ・大政謙次]
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